
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
四
十
九
号

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
琉
球
政
府
の
権
利
義
務
の
承
継
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
一
般
会
計
に
所
属
す
る
権
利
義
務
の
承
継
）

第
一
条
　
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
際
琉
球
政
府
の
一
般
会
計
に
所
属
す
る
権
利
及
び
義
務
は
、
別
に
政
令
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
琉
球
政
府
の
事
務
又
は
事
業
を
承

継
す
る
国
又
は
沖
縄
県
そ
の
他
の
法
人
が
、
そ
の
承
継
す
る
事
務
又
は
事
業
の
目
的
又
は
性
格
に
応
じ
て
承
継
す
る
。

２
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
難
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
又
は
同
項
に
規
定
す
る
権
利
及
び
義
務
の
承
継
に
関
し
必
要
な
事
項
が
あ
る
場
合
に
は
、
沖
縄
県
知
事
の
意
見
を
き
く
と
と
も
に
、
関
係
の
各
省
各
庁
の

長
（
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
各
省
各
庁
の
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
協
議
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
継
に
係
る
特
例
又
は
当
該
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
琉
球
政
府
の
一
般
会
計
の
借
入
金
に
係
る
債
務
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
国
が
承
継
し
、
一
般
会
計
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
も
の
は
、
沖
縄
県
が
承
継
す
る
。

一
　
沖
縄
の
財
政
法
（
千
九
百
五
十
四
年
立
法
第
五
十
五
号
）
第
四
条
及
び
一
九
七
一
年
度
に
お
け
る
財
政
処
理
の
特
別
措
置
に
関
す
る
立
法
（
千
九
百
七
十
一
年
立
法
第
四
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
借
入
金
（
琉
球
政
府
の
産

業
投
資
特
別
会
計
か
ら
の
借
入
金
を
除
く
。
）
に
係
る
債
務
の
十
分
の
三
に
相
当
す
る
額

二
　
一
九
六
九
年
度
に
お
け
る
財
政
処
理
の
特
別
措
置
に
関
す
る
立
法
（
千
九
百
六
十
九
年
立
法
第
十
二
号
）
第
二
条
及
び
一
九
七
一
年
度
に
お
け
る
教
職
員
の
給
与
並
び
に
琉
球
政
府
公
務
員
及
び
教
職
員
の
勧
奨
退
職
に
よ
る
退

職
手
当
に
必
要
な
財
源
の
借
入
れ
の
た
め
の
財
政
法
第
四
条
の
特
例
に
関
す
る
立
法
（
千
九
百
七
十
年
立
法
第
百
七
十
号
）
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
借
入
金
並
び
に
総
理
府
令
で
定
め
る
借
入
金
に
係
る
債
務
の
十
分
の
五
に
相

当
す
る
額

４
　
第
一
項
に
規
定
す
る
権
利
及
び
義
務
で
国
が
承
継
す
る
も
の
の
う
ち
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
特
別
会
計
又
は
そ
の
勘
定
に
帰
属
し
、
そ
の
他
の
も
の
は
、
一
般
会
計
に
帰
属
す
る
。

琉
球
大
学
及
び
琉
球
大
学
短
期
大
学
部
に
係
る
も
の

国
立
学
校
特
別
会
計

金
武
保
養
院
に
係
る
も
の

国
立
病
院
特
別
会
計
の
療
養
所
勘
定

移
住
地
開
発
法
（
千
九
百
五
十
七
年
立
法
第
百
九
号
）
に
よ
る
買
収
及
び
売
渡
し
に
係
る
も
の

自
作
農
創
設
特
別
措
置
特
別
会
計

国
有
林
野
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
六
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
国
有
林
野
（
旧
沖
縄
県
地
方
費
を
も
つ
て
経
営
し
た
国
有
林
に
関
す
る
件
（
明
治
四
十
二
年
勅
令
第
三

十
二
号
）
に
基
づ
く
契
約
に
よ
り
沖
縄
県
に
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
管
理
経
営
の
事
業
及
び
そ
の
附
帯
業
務
に
係
る
も
の

国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
の
国
有
林
野
事
業
勘
定

沖
縄
の
道
路
運
送
車
両
法
（
千
九
百
五
十
四
年
立
法
第
四
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
の
登
録
及
び
検
査
並
び
に
指
定
検
査
人
に
関
す
る
事
務
に
係
る
も
の

自
動
車
検
査
登
録
特
別
会
計

那
覇
空
港
に
係
る
も
の

空
港
整
備
特
別
会
計

（
特
別
会
計
に
所
属
す
る
権
利
義
務
の
承
継
）

第
二
条
　
法
の
施
行
の
際
琉
球
政
府
の
特
別
会
計
に
所
属
す
る
権
利
及
び
義
務
で
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
国
が
承
継
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
一
般
会
計
、
特
別
会
計
若
し
く
は
そ
の
勘
定
又
は
資
金
運
用
部

に
帰
属
す
る
。

資
金
運
用
部
特
別
会
計
に
所
属
す
る
も
の

資
金
運
用
部
特
別
会
計

産
業
投
資
特
別
会
計
に
所
属
す
る
も
の
の
う
ち
農
林
漁
業
中
央
金
庫
法
を
廃
止
す
る
立
法
（
千
九
百
七
十
一
年
立
法
第
四
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
に

係
る
債
権
の
う
ち
日
本
政
府
の
沖
縄
財
政
援
助
金
に
係
る
も
の

一
般
会
計

産
業
投
資
特
別
会
計
に
所
属
す
る
も
の
の
う
ち
沖
縄
地
域
に
お
け
る
産
業
の
振
興
開
発
等
の
た
め
の
琉
球
政
府
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十

三
年
法
律
第
六
十
二
号
。
以
下
「
資
金
貸
付
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
簡
易
生
命
保
険
及
郵
便
年
金
特
別
会
計
の
積
立
金
の
運
用
に
係
る
も
の

簡
易
生
命
保
険
及
郵
便
年
金
特
別
会
計
の
保
険
勘
定

産
業
投
資
特
別
会
計
に
所
属
す
る
も
の
の
う
ち
資
金
貸
付
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
資
金
運
用
部
資
金
の
運
用
に
係
る
も
の

資
金
運
用
部

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
事
業
特
別
会
計
に
所
属
す
る
も
の

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
再
保
険
特
別
会
計
の
保
障
勘
定
及

び
業
務
勘
定

郵
政
事
業
特
別
会
計
に
所
属
す
る
も
の
（
郵
便
貯
金
の
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

郵
政
事
業
特
別
会
計

郵
政
事
業
特
別
会
計
に
所
属
す
る
も
の
（
郵
便
貯
金
の
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

郵
便
貯
金
特
別
会
計

政
府
立
病
院
特
別
会
計
に
所
属
す
る
も
の
（
琉
球
精
神
病
院
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

国
立
病
院
特
別
会
計
の
療
養
所
勘
定

社
会
保
険
特
別
会
計
の
厚
生
年
金
保
険
勘
定
に
所
属
す
る
も
の

厚
生
保
険
特
別
会
計
の
年
金
勘
定
及
び
業
務
勘
定

社
会
保
険
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
に
所
属
す
る
も
の

国
民
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
及
び
業
務
勘
定

社
会
保
険
特
別
会
計
の
福
祉
年
金
勘
定
に
所
属
す
る
も
の

国
民
年
金
特
別
会
計
の
福
祉
年
金
勘
定

社
会
保
険
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
に
所
属
す
る
も
の

厚
生
保
険
特
別
会
計
の
業
務
勘
定

失
業
保
険
特
別
会
計
に
所
属
す
る
も
の
（
日
本
本
土
居
住
者
等
に
対
す
る
失
業
保
険
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
千
九
百
六
十
七
年
立
法
第
十
七
号
）
第
二
条
第
九
号
に
規
定
す

る
本
土
船
員
保
険
法
相
当
給
付
（
以
下
「
本
土
船
員
保
険
法
相
当
給
付
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

船
員
保
険
特
別
会
計

失
業
保
険
特
別
会
計
に
所
属
す
る
も
の
（
本
土
船
員
保
険
法
相
当
給
付
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

労
働
保
険
特
別
会
計
の
失
業
勘
定
及
び
徴
収
勘
定

労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
会
計
に
所
属
す
る
も
の

労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
及
び
徴
収
勘
定

２
　
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
の
施
行
の
際
琉
球
政
府
の
特
別
会
計
に
所
属
す
る
権
利
及
び
義
務
の
承
継
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
法
の
施
行
の
際
琉
球
政
府
の
特
別
会
計
に
所
属
す
る
権
利
及
び
義
務
の
う
ち
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
承
継
す
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
別
に
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
沖
縄
県
が
承
継
す
る
。
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（
資
金
運
用
部
等
に
所
属
す
る
権
利
義
務
の
承
継
）

第
三
条
　
法
の
施
行
の
際
琉
球
政
府
の
資
金
運
用
部
に
所
属
す
る
権
利
及
び
義
務
は
、
国
が
承
継
し
、
資
金
運
用
部
に
帰
属
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
琉
球
政
府
の
資
金
運
用
部
に
預
託
さ
れ
て
い
た
資
金
で
資
金
運
用
部
資
金
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
資
金
に
該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
法
の
施
行
の
日
以
後
一
年
間
は
、
当
該
資
金
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
の
施
行
の
際
琉
球
政
府
の
災
害
救
助
基
金
に
所
属
す
る
権
利
及
び
義
務
は
、
沖
縄
県
が
承
継
す
る
。

３
　
保
証
金
、
供
託
金
そ
の
他
琉
球
政
府
の
保
管
金
及
び
保
管
物
は
、
そ
の
目
的
に
応
じ
て
国
又
は
沖
縄
県
が
承
継
す
る
。

（
各
省
各
庁
の
長
の
権
限
）

第
四
条
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
前
三
条
の
規
定
に
よ
り
国
が
承
継
す
る
琉
球
政
府
の
権
利
及
び
義
務
の
う
ち
そ
の
所
管
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
権
利
及
び
義
務
に
関
し
、
そ
の
承
継
の
手
続
そ
の
他
必
要
な
細
目
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
琉
球
政
府
の
職
員
の
承
継
）

第
五
条
　
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
琉
球
政
府
の
特
別
職
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
裁
判
官
及
び
執
達
吏
の
職
と
し
、
同
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
公
共
的
団
体
は
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
及
び
雇
用
促
進
事
業
団

と
す
る
。

２
　
法
の
施
行
の
際
琉
球
政
府
の
一
般
職
に
属
す
る
常
勤
の
職
員
又
は
前
項
に
規
定
す
る
特
別
職
に
属
す
る
職
員
と
し
て
在
職
す
る
者
（
以
下
「
元
琉
球
政
府
職
員
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
従
事
し
て
い
る
事
務
の
種
類
そ
の
他
の
事
情

を
参
酌
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
沖
縄
の
市
町
村
の
長
が
琉
球
政
府
行
政
主
席
と
協
議
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
若
し
く
は
同
項
に
規
定
す
る
公
共
的
団
体
又
は
沖
縄
県
の
区
域
内
の
市
町
村
の
職
員
（
以

下
「
国
等
の
職
員
」
と
い
う
。
）
と
な
る
も
の
と
す
る
。

３
　
元
琉
球
政
府
職
員
の
う
ち
前
項
の
規
定
に
よ
り
国
等
の
職
員
と
な
る
者
以
外
の
者
は
、
沖
縄
県
の
職
員
と
な
る
も
の
と
す
る
。

（
琉
球
政
府
の
決
算
の
処
理
）

第
六
条
　
沖
縄
県
知
事
は
、
沖
縄
の
財
政
法
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
沖
縄
法
令
の
規
定
の
例
に
よ
り
琉
球
政
府
の
決
算
を
作
成
し
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
三
箇
月
以
内
に
、
こ
れ
を
沖
縄
県
の

監
査
委
員
の
審
査
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
琉
球
政
府
の
決
算
の
作
成
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
沖
縄
県
知
事
は
、
法
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
琉
球
政
府
の
事
務
又
は
事
業
を
承
継
す

る
国
又
は
沖
縄
県
そ
の
他
の
法
人
の
職
員
を
し
て
決
算
の
作
成
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
沖
縄
県
の
監
査
委
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
算
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
こ
れ
を
審
査
し
、
そ
の
結
果
を
沖
縄
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
沖
縄
県
知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
を
受
け
た
琉
球
政
府
の
決
算
を
前
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
委
員
の
審
査
の
結
果
を
付
け
て
、
そ
の
後
最
初
に
開
か
れ
る
沖
縄
県
の
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
内
閣
総
理
大
臣
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
五
月
一
三
日
政
令
第
一
八
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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